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132,315世帯（＋95）　令和４年11月１日現在推計（前月比）

■
年
間
１
３
８
件
出
動

　
消
防
団
は
、
地
域
住
民
で

構
成
さ
れ
た
消
防
機
関
で

す
。
火
災
や
災
害
の
発
生
時

に
、
消
防
署
と
連
携
し
て
消

火
活
動
や
救
助
活
動
を
行

う
、
地
域
の
消
防
・
防
災
活

動
の
リ
ー
ダ
ー
で
す
。

　
中
央
消
防
団
に
は
、
団
本

部
の
ほ
か
七
つ
の
分
団
が
あ

り
、
本
業
の
仕
事
を
持
つ
人

や
学
生
な
ど
、１
７
１
人（
う

地
域
の
消
防
・
防
災
活
動
の
リ
ー
ダ
ー

中
央
消
防
団
に
入
団
し
ま
せ
ん
か

ち
女
性
24
人
）
の
団
員
が
在

籍
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
消
防
団
の
火
災
な

ど
に
よ
る
出
動
件
数
は
１
３

８
件
に
上
り
ま
す
。

　
出
動
に
備
え
、
団
員
は
放

水
訓
練
や
救
助
な
ど
の
訓
練

に
励
ん
で
い
ま
す
。

■
伝
統
技
術
で
防
災
意
識

の
向
上
を

　
消
防
の
伝
統
技
術
を
継
承

し
、ま
ち
の
安
全
を
守
る「
心

意
気
」
を
広
め
る
こ
と
も
、

消
防
団
の
大
切
な
役
割
で

す
。

　
10
月
25
日
に
中
央
消
防
署

で
、
伝
統
技
術
の
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
掛
け
声
と
と

も
に
、
力
強
く
振
ら
れ
る
纒ま

と
い

＝
右
下
写
真
＝
や
、
勇
壮
な

消
防
太
鼓
な
ど
、
気
迫
あ
ふ

れ
る
姿
に
憧
れ
て
入
団
す
る

人
も
い
ま
す
。

　

来
年
１
月
に
行
わ
れ
る

「
消
防
出
初
式
」
の
演
技
披

露
に
向
け
て
訓
練
が
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

■
元
気
い
っ
ぱ
い
に
地
域
防

災
を
学
ぶ
「
消
防
少
年
団
」

　

区
内
の
三
つ
の
分
団
に

「
消
防
少
年
団
」
が
置
か
れ
、

小
学
４
〜
６
年
生
の
児
童
が

在
籍
し
て
い
ま
す
。
防
災
の

知
識
や
技
術
が
習
得
で
き
、

子
ど
も
同
士
で
交
流
で
き
る

行
事
も
あ
り
ま
す
。

　
10
月
16
日
に
海
の
中
道
海

浜
公
園（
東
区
）で
野
外
活
動

が
行
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は

規
律
訓
練
や
ロ
ー
プ
結
び
の

訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
当
仁
地
区
隊
隊
長
の
上
田

直
太
郎
君（
12
）は
「
消
防
車

が
大
好
き
で
す
。
学
校
で
は

で
き
な
い
体
験
が
で
き
、
友

達
も
増
え
ま
し
た
」
と
目
を

輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

■
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
入
団
資
格
は
、
区
内
に
住

む
か
通
勤
・
通
学
す
る
18
〜

65
歳
の
人
で
す
。
女
性
団
員

も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
少
年
団
の
団
員
も
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
i
中
央
消
防
署
警
備
課

　

a
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６
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０
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f
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２
・
０
１
２
９

団長に聞きました
中央消防団 団長　竹内　進さん（72）
　入団して37年目です。
地域の事情に詳しい私た
ちと消防署員とが連携す
ることで、円滑な消防活動
ができるのだと思います。
　現場から引き揚げるとき、住民の皆
さんに「お疲れさま」と言葉を掛けて
もらえることが私たちの誇りであり、
活動の原動力となっています。
　礼儀や規律など、人として大切なこと
を学べるのも魅力です。地域の安全安
心に役立つ活動に参加してみませんか。

高齢者乗車券・福祉乗車券等の
申請はお済みですか

　高齢者乗車券・福祉乗車
券等は、申請月によって交
付金額が変わります＝下
表。申請が済んでいない人
は12月中の申請をお勧めします。
　■高齢者乗車券
　t満70歳以上で、令和４年度介護保険料
の所得段階区分が１〜７の人ie申請書は高
齢者乗車券郵送受付センター（a0120-502-
633 f0120-880-219）に電話で請求する
か、市ホームページ（「福岡市　高齢者乗車券」
で検索）からダウンロードしてください。

申請月
所得段階 ７月〜12月

来年
１月〜３月

来年
４月〜６月

来年
７月〜９月

１〜５ 12,000円 9,000円 6,000円 3,000円

６・７ 8,000円 6,000円 4,000円 2,000円

　■福祉乗車券等
　t令和３年の所得が200万円未満（対象者
が18歳未満の場合は世帯の合計所得が200
万円未満）で次の手帳を持っている人▷身体
障害者手帳１〜３級▷療育手帳A▷精神障害
者保健福祉手帳１級▷被爆者健康手帳▷戦傷
病者手帳ie申請書は福祉乗車券等郵送受付
センター（a0120-368-300 f0120-368-
350）に電話で請求するか市ホームページ

（「福岡市　福祉乗車券」で検索）からダウン
ロードしてください。

申請月
所得 ７月〜12月

来年
１月〜３月

来年
４月〜６月

来年
７月〜９月

市民税
非課税 12,000円 9,000円 6,000円 3,000円

200万円
未満 8,000円 6,000円 4,000円 2,000円

双子ファミリーの子育て交流会

　双子の子育てならではの楽しさや悩みを共
有しませんか。d来年１月11日㈬午前10時
〜正午（途中出入り可）l中央児童会館「あ
いくる」７階集会室（今泉一丁目）t区内に
住む未就園の多胎児と保護者c10組y無料
jバスタオルかおくるみe12月１日㈭〜来
年１月６日㈮に区地域保健福祉課（a718-
1111 f734-1690）へ電話か上コードか
ら事業名を選んで申し込みを。

らくらくトレーニング

　簡単なストレッチやトレーニングで健康増
進や体力維持を目指します。t18歳以上の
人d12月①10日㈯、②24日㈯の午後３時半
〜４時半。月２回隔週土曜日に実施l中央体
育館（赤坂二丁目）c先着10人（定員に達
し次第受け付けを終了）y１回ごとに400円
j運動ができる服装、室内用の靴、タオル、
水分補給用の飲み物ie①12月７日㈬午前９
時から９日㈮午後７時まで、
②12月21日㈬午前９時から
23日㈮午後７時までに電話で
中央体育館（a741-0301 f 

741-0617）へ申し込みを。

福岡ファミリー・サポート・センター
提供・両方会員養成講習会

　福岡ファミリー・サポート・センターは、
地域で子育てを助け合う会員組織です。子ど
もを預かる「提供・両方会員」になるための
講習会を開催します。特に警固、赤坂、舞鶴、
当仁、高宮、平尾、草ケ江、小笹、笹丘校区
の会員を募集しています。d来年１月12日
㈭、20日㈮、26日㈭の午前10時〜午後３時

（26日は２時半まで）全３回lふくふくプラ
ザ（荒戸三丁目）t市内に住み、心身とも健
康で、自宅で安全に子どもを預
かることができる人c40人（要
予約）y無料ie同センター 
a736-1116 f713-0778

飲酒運転の撲滅と、横断歩道マナーアップ運動の推進による子どもと高齢者の交通事故防止をテーマに、
交通安全啓発活動を行います。d12月11日㈰〜31日㈯i区総務課 a718-1056 f714-2141年末の交通安全県民運動を実施

安心子育て応援セミナー

　赤ちゃんとの関わり方や成長について学び
ます。d12月19日㈪午後１時半〜２時半（受
け付けは１時〜）lあいれふ６階作業療法室

（舞鶴二丁目）t区内に住む第１子の乳児（今

年９月〜11月生まれ）と保護者
c16組y無料e12月14日㈬まで
に地域保健福祉課（a718-1111 
f734-1690）へ電話か右コード
から事業名を選んで申し込みを。

フェイスブック インスタグラム ツイッター

中央消防団の放水訓練

指揮者の号令に合わせて整列

消防キャラクター
ファイ太くん

スマホは
こちらから
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